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違が存在する。例えば、次の (1a) は不自然に感じられるが、これを (1b) のように、｢ないわけには
いかない」に言い換えると、自然な文となる1。 
 
(1) a  ?チワン族を紹介するときに、チワン族の民謡を取り上げなければなりません。 











                                                          
1 ? は、当該の文脈において、文の伝える意味は理解可能だが、表現としては違和感があることを表す。# は、当
該の文脈における発話意図にそぐわないことを表す。 
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2 本稿で扱う「当為的モダリティ」に近似する概念への名づけは、必ずしも合意が得られているとはいえない研究
状況である。例えば、「価値判断のモダリティ」(益岡 1991,2007)、「価値判断的事態選択形式群」(森山 1997,2000a)、
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i   ｢ないわけにはいかない」に前接する動詞には、意志によるコントロールが難しい心理的な状態を
指し示すものがある。用法の観察では、前接動詞の意志性の度合いに着目する必要がある6。 















                                                          
6 森山(1988)では、｢主体性」という概念を取り上げ、それを「主語名詞が動詞の表す動きに対してどれだけ自律
的に関与 （支配） しているか」(森山 1988:207-208) を軸とした段階的な概念と規定している。本稿における動
詞の意志性に対する把握では、基本的に森山の考え方を援用することにする。 
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224 165 24 24 14 7 1 1 460 
表 1 各ジャンルにおける用例数7 
 
各ジャンルのうち、｢法律｣｢政府刊行白書｣｢韻文」には 1 例も現れていない。一方、表(1)が示す通






































表 2 は、全 460 例における前接動詞の中で、5 例以上に現れた動詞を、出現数の順で示したもので
ある。 
前接動詞 認める 感じる 行く 思う 見る 信じる 触れる 考える 
出現数 44 26 13 12 12 11 10 10 
前接動詞 出る 言う 書く 出す 受ける 答える 使う 食べる 
出現数 8 7 7 6 5 5 5 5 
表 2 高い共起頻度を示す動詞 16 種8 
                                                          
8 「やる」｢する」を対象から除外した集計である。サ変動詞は、語幹の動名詞別で集計を行った。また、｢行く」
｢見る」の出現数の集計では、｢動詞テ形-｛いく／みる｝」の補助動詞を除外した。 
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9 外界の状況に該当するものに、周囲の環境、人からの働きかけ、法律規範、社会通念、人間の恒常的な属性とい
った多様なものが観察された。紙面の都合により、各々の用例の掲載を割愛せざるを得ないが、ここで、人間の恒
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表 3 として整理しておこう。 
 
                                                          
15 コーパス用例では、前接動詞に「感じる」が用いられた例が 26 例あり、そのすべてが〈必然発生〉として使用
されるものである。 
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用法分類 基本的意味 






















一 弱 有 
望ましくない／
中立的 
表 3 「ないわけにはいかない」の用法の整理 
 








ざるを得ない なければならない べきだ ずにはいられない 
〈必要不可避〉 
一 ◯ ◯ × × 
二 × × × × 
三 ◯ ◯ × × 
〈必要妥当〉 一 × × × × 
〈必然発生〉 一  △ × × ○ 
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17 「外的条件可能」｢心情可能」｢外的強制条件可能 （自発）」については、渋谷(1993)を参照されたい。 
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する必要があると思われる。 
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